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○埋蔵文化財センターが実施した発掘調査から
　あがた駅南遺跡
　城ノ内遺跡
　国指定史跡佐貫石仏

　あがた駅南遺跡 ( 足利市 ) から、とても可愛らしい表情がみられる土版が
出土しました。土版は縄文時代の終わり頃に、お祈りや御守りとして使われた
と考えられています。県内でも土版の出土例は多くありますが、表情豊かで保
存状態が良好な珍しい出土品です。　　  　　　　（実際の大きさは縦１２cm）

○市町教育委員会が実施した発掘調査から
　仁良川３号墳（下野市）
○前方後円墳の名付け親　蒲生君平
○平成 30 年度 栃木県内の埋蔵文化財イベント一覧
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　埋蔵文化財センターの見学 ・ 体験学習 ・ 職場体
験等のお申し込みは、

　ホームページ　http://www.maibun.or.jp　

　をご覧のうえ普及資料課まで

月〜金　TEL 0285-43-1971 （直通）
日曜日　TEL 0285-44-8441 （代表）

編集後記

　皆さんの近所にも遺跡があることを
ご存知ですか？　遺跡を通じて昔の
人々の生活していた様子が分かると、
歴史がより身近な存在に感じられます。
平成最後の今年は、歴史を勉強してみ
てはいかがでしょうか。　　 〔ながとよ〕

あなたは、だぁれ？

わたし土版です！

（８）　栃木県内の埋蔵文化財イベント一覧

担当部署名 電話番号

11月23日（金）

侍塚古墳群を歩いてめぐる
見学会

大田原市内

①12月17日（日）
②　1月27日（日）

10月27日（土）

8:00～18:00

13:30～

大田原市内

第26回特別展展示解説 展示解説

　9月16日（日）
10月13日（土）
11月18日（日）

第26回
特別展記念シンポジウム

10月21日（日） 那珂川町ふるさと館

第26回特別展史跡ウォーク 11月3日（土） 那須烏山市・那珂川町周辺

古代なす学入門 歴史解説員養成講座 4月～3月
那珂川町

なす風土記の丘資料館

愛宕塚古墳報告会 二か年にわたる調査の成果報告 11月10日(土))予定 城址公園ホール

那珂川町なす風土記の丘
資料館

那珂川町なす風土記の丘
資料館

古代文字講座

ミニ門松づくり 高さ約30㎝のミニ門松をつくる 12月15日(土)

№ 機関名 事業名 事業内容 開催日 時間 会場
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大田原市

大田原市
那珂川町

壬生町

那珂川町

上神主・茂原官衙遺跡ウォーク

平成２９年度の発掘調査成果
速報展

9月30日(日)〜
11月30日(金)

国指定史跡上神主・茂原官衙遺跡
とその主篇の史跡を巡る

特集展示発掘調査速報展-栃木
県埋蔵文化財センター
平成２９年度の発掘調査から-

　　10:00～16:30
（入館16:00まで）

栃木県埋蔵文化財センター
企画展示室

上神主・茂原官衙遺跡周辺

0285
（43）

1971

上三川町教育委員会生涯学習課
生涯学習係
宇都宮市教育委員会文化課文化
財保護G

侍塚古墳群ツアー

11月10日（土）市内遺跡ツアー

なす風土記サロン 大田原市役所湯津上庁舎 大田原市なす風土記の丘
湯津上資料館

0287
（98）

3322

大田原市なす風土記の丘
湯津上資料館

大田原市なす風土記の丘
湯津上資料館

大田原市なす風土記の丘
湯津上資料館

0287
（98）

3322

0287
（98）

3322

0287
（96）

3366
第26回特別展史跡見学会

群馬県方面の遺跡をバスでめぐる
見学会

那須烏山市・那珂川町周辺の遺跡
を歩く見学会

群馬県方面 那珂川町なす風土記の丘
資料館

那珂川町なす風土記の丘
資料館

0287
（96）

3366

0287
（96）

3366

0287
（96）

3366

0287
（96）

3366

0282
（82）

8544

壬生町教育委員会
生涯学習課文化財

那珂川町なす風土記の丘
資料館

那珂川町なす風土記の丘
資料館

0287
（96）

3366

0287
（96）

3368

平成３0（2018）年度　栃木県内の埋蔵文化財イベント一覧（９月〜12月）

各回とも13:30～15:00

古代那須徹生産と、鉄と集落の
つながりをテーマにした展示会

9月15日（土）～
11月18日（日）

第26回特別展　那須の歴史をひも
とくⅣ「那須のくろがね-集落の開
発と鉄生産－」

①大田原市なす風土記の丘湯津　
　　上資料館
②那珂川町なす風土記の丘資料館

①開館時間：開館時間：9:00～17:00
②開館時間：開館時間：9:30～17:00

（入館は16:30まで）

9月30日（日）

各回とも13:30～

9:30～15:30

0285
（32）

6105

下野市教育委員会
文化課

適宜

未定 11月下旬 未定
0285

（32）
6105

下野市教育委員会
文化財課

未定

13:00～

12月8日(土)

9:30～13:00

古代文字を学び、ハンコをつくる
講師：小勝雅明氏
(栃木県刻字協会副会長)

※予定が変更になる場合がありますので、詳細は直接事業主体機関にお問い合わせ下さい。

下野市

公益財団法人
とちぎ未来づく
り財団
埋蔵化財センター

大田原市なす風土記の丘
湯津上資料館

0287
（98）

3322

那珂川町なす風土記の丘
資料館

那珂川町なす風土記の丘
資料館

那珂川町なす風土記の丘
資料館

特別展関連の講演会とシンポジウム
講師　穴澤　義功氏（たたら研究会委員）
　　　　津野　仁　氏（県埋蔵文化財センター）
　　　　鏑木　理広氏（当館館長）

前方後円墳シンポジウム （仮）

手作りのわら草履を履いて日光街
道を歩くイベント！

10月14日（日）
0287

（88）
6224

那須烏山市教育委員会
文化振興課

烏山城築城600年記念事業
烏山高校金井キャンパス

体育館及び烏山城跡
那須烏山市 講演会・現地見学会

0287
（43）

0423

0285
（83）

7731

0285
（43）

1971

0285
（43）

1971

0285
（43）

1971

史跡見学会 県内史跡・遺跡などを見学 10月14日（日） 真岡市・益子町

発掘調査報告会 平成29年度の発掘調査成果を発
掘担当者が報告

10月28日（日） 10:00～12:00

栃木県埋蔵文化財センター
研修室

栃木県埋蔵文化財センター
研修室

埋蔵文化財センター
普及資料課

特別講演会
特集展示に関するテーマを専門
の研究者が講演

10月28日（日） 13:30～15:00

宇都宮市 根古谷台遺跡指定30周年記念企画
縄文時代前期の宇都宮の縄文人
の暮らしを出土遺物で紹介

7月15日(日)〜
9月30日(日)

　10:00～17:00
（入館は16:30まで） うつのみや遺跡の広場

宇都宮市教育委員会
文化課文化財保護 G

028
（632）

2768

宇都宮市

上三川町
未定

0285(56)9159

028(632)2764

上三川町 かみのかわ歴史ウォーク 上三川町内史跡や寺社を巡る 12 月中旬 未定 未定 上三川町教育委員会生涯
学習課生涯学習係

①湯津神村車塚御修理から
みる発掘の足跡
②歴史民俗資料館の取り組み

日光街道をわら草履で歩こ 未定

矢板市

真岡市

郷土資料館企画展
「埴輪と鏡〜矢板市の古墳時代〜」

矢板市の古墳時代を紹介する企画
（栃木県立博物館の移動博物館展）

9月23日（日）～11月4日（日） 10:00～16:00 矢板市立郷土資料館 矢板市立郷土資料館

歴史教室 歴史に関する講演 全６回 真岡市民会館小ホール
真岡市教育委員会

文化課

8:00～16:20

0285
（72）

3101

益子町教育委員会
生涯学習課未定10月20日（土）未定歴史めぐり②益子町25

0285
（56）

9159

う！ （仮）

市内遺跡を歩いてめぐる見学
会

9:00～15:00

13:30～

10:00～12:00

13:00～15:30

埋蔵文化財センター
普及資料課

埋蔵文化財センター
普及資料課

埋蔵文化財センター
普及資料課

9:30～12:00

8:30～16:00

10月下旬予定 未定



赤城山

渡良瀬川

あがた駅
西地区

東地区

あがた駅南遺跡

埋蔵文化財センターが実施した発掘調査から（3）

　あがた駅南遺跡は、足利市街地の南南東約 5 ㎞の東武伊勢崎線あがた駅の南にありま
す。調査前は水田として使われていた場所で、平成 28（2016）年 8 月から平成 29
（2017）年度にかけ調査を行いました。
　足利市域の渡良瀬川南側で、縄文時代の拠点的な集落跡や古墳時代の大規模な集落跡
が発見されたのは珍しく、今後の研究成果が期待される遺跡です

　あがた駅南遺跡は西地区と東地区に分か
れます。西地区は主に縄文時代後期～晩期
の集落跡が見つかり、収蔵箱 1200 箱を超
える大量の遺物が出土しました。表紙の土
版は、西地区から発見されました。

　東地区からは古墳時代前期～中期及び古代
の集落跡が見つかり、約 100 軒の建物跡を
調査しました。中には約１～２ｍの狭い範囲
に、小型の土器や石製祭祀具が集中して出土
したところもあります。

　ここから発見されました。
　身長は12㎝、体重は約271gです。
ほっぺたにみえるのは、実は胸なの！
　だから実は私、女の子なのよ。（笑）

埋蔵文化財センターが実施した発掘調査から

あがた駅南遺跡（足利市）

埋蔵文化財センターが実施した発掘調査から（2）

あがた駅南遺跡遠景 (南上空 )

土版出土状況　(西地区 )

異形台付土器の出土状況 (西地区 )

I 字文岩版の出土状況 (西地区）

古墳時代の竪穴建物跡の調査状況 (上 )

古墳時代

土器・祭祀具（神まつりの道具）が

集中して出土した様子（右）

耳飾りの出土状況 (西地区）

縄文時代
　えき みなみ



　平成30（2018）年5月～8月まで県道建設に伴う調整池工事に先立ち調査を行い、縄文、
奈良、平安、中世、近世、各時代の遺構・遺物が発見されました。
　特に注目されるのが、謎の城とされてきた「多功城」の堀と推定される溝が発見された
ことです。
　多功城は宇都宮氏一族の多功氏が 1248 年 ( 鎌倉時代）に築城したとされ、戦国時代に
は上杉氏や北条氏の侵攻をはね返す難攻不落を誇った城でした。

埋蔵文化財センターが実施した発掘調査から

城ノ内遺跡（上三川町）
埋蔵文化財センターが実施した発掘調査から

国指定史跡佐貫石仏（塩谷町）

　この場所は、約 1万年前の縄文早期から使用されたことが分かりました。陥し穴が発
見されており、当時は狩りをする場所だったかもしれません。
　また、奈良・平安時代の遺構としては、竪穴住居跡と井戸が見つかり、人々が暮らし
たムラの跡が発見されています。
　さらに、中世の土坑 ( 長方形や円形の穴 ) や地下式坑 ( 竪穴から横に掘り広げ地下室に
した施設 )や井戸などが出土しています。
　そして、近世のお墓が発見され、人骨や銅銭、キセル、釘などが出土しています。多
功地域は日光街道の脇街道の宿場として栄えており、お墓の埋葬者は多功宿の関係者か
もしれません。

　佐貫石仏は、平安～鎌倉時代初期に鬼怒川沿いの崖に彫られた磨崖仏で、1926年に国の
史跡に指定されました。佐貫石仏を保存活用するための基礎となる情報を得る目的で、塩谷
町から委託を受け 3ヶ年計画で確認調査をしています。
　調査 2年目の平成 29（2017）年度は、石仏の東側から建物の基礎となる礎石とお堂の跡
が発見されました。
　また、周辺から江戸時代の寛
永通宝等が出土し、明治期にお
堂があったという伝承から、建
立時期は江戸～明治時代と考え
られます。
　さらに、洞窟内のお堂は江戸
時代後期に修理していることも
わかり、石仏周辺にはお堂が建
ち並ぶ仏教信仰の地であること
が判明しました。

埋蔵文化財センターが実施した発掘調査から（4）
埋蔵文化財センターが実施した発掘調査から（5）

近世の墓跡と人骨の出土状況 他のお墓からは銅銭も出土

平場の石垣跡

平場の建物跡

多功城の堀跡と思われる大溝

じょう　　　の　　うち くに し　　てい し　　せき さ ぬき せき ぶつ

おと



腕輪

玉類

小刀

耳環

大刀（80cm)
腕輪

市町教育委員会が実施した発掘調査から

仁良川 3号墳（下野市）

　平成 29（2017）年度の区画整理事業
に伴い、仁良川 3 号墳（直径 25m）を調
査しました。
　未盗掘のため、副葬品は埋葬時の場所
にあり、埋葬者の左耳に耳環、胸の位置
から勾玉等約 50点、両手首には青銅製の
腕輪（左右各 2本）が発見されています。
　また左腕と平行した位置にある太刀に

は、刀身部付近に直径 3～4 ㎜の孔があ
ります。このような太刀は、全国でも
約 150 例、県内は 13 例が確認されて
いて、大刀に孔のあるタイプとして県
内最古とみられます。この発見で下野
市域の各首長とヤマト王権や東国各地
を治めた首長が密接な関係を持ってい
たことが裏付けられました。

市町教育委員会が実施した発掘調査から（6） 前方後円墳の名付け親　蒲生君平（7）　

仁良川３号墳空撮 （北東より）

資料・写真提供　下野市教育委員会
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鈴
木
正
長
を
紹
介
し
ま
す
。当
時
、
黒
羽

は
那
珂
川
水
運
を
利
用
し
、水
戸
と
の
往
来
が
盛
ん

で
、彦
平
は
水
戸
藩
の
彰
考
館
と
交
流
し
ま
す
。

　
彰
考
館
で
は
、水
戸
黄
門
こ
と
徳
川
光
圀
か
ら
始

ま
る『
大
日
本
史
』の
編
さ
ん
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。彦
平
は
、
日
本
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
正
し
い
世
の
中
を
つ
く
る
と
考
え
、『
大
日
本
史
』

に
計
画
さ
れ
て
い
な
い
資
料
編
を
作
る
こ
と
を
生

涯
の
目
標
に
定
め
ま
し
た
。資
料
編
は
９
編
に
分

け
、「
九
志（
志
は
誌
と
同
じ
）」と
し
ま
し
た
。

　
28
歳
の
と
き
、初
め
て
君
平
と
名
乗
り
、翌
年
、関

西
で「
山
陵
」と
呼
ば
れ
て
い
た
古
墳
の
調
査
を
開

始
し
ま
す
。「
九
志
」の
ひ
と
つ『
山
陵
志
』を
作
る
た

め
で
す
。多
く
の
文
献
を
読
ん
だ
知
識
を
も
と
に
、

地
形
や
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
天
皇

の
墓（
陵
）は
、
ど
の
古
墳
で
あ
る
か
を
考
え
ま
し

た
。そ
し
て
、
か
ぎ
穴
の
よ
う
な
型
式
の
古
墳
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
き
、死
者
を
運
ぶ
古
代
中
国
の
霊
柩

車
の
形
が
原
形
と
推
測
し
「
前
方
後
円
」
と
名

付
け
ま
し
た
。ま
た
、
時
代
に
よ
り
古
墳
の
型

式
に
変
化
が
あ
る
こ
と
を
ま
と
め
、今
の
考
古

学
に
近
い
学
問
を
展
開
し
ま
す
。『
山
陵
志
』は

７
年
を
か
け
て
完
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、『
職
官
志
』を
作
り
、「
刑
志
」を
書

き
上
げ
た
直
後
、
赤
痢
に
か
か
り
、
46
年
間
の

熱
血
人
生
に
幕
を
閉
じ
た
の
で
し
た
。

前
方
後
円
墳
の
名
付
け
親 
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